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ラオエス ・ハ ウスの教 育実践 の根底 にあ る
教育理 念 にっ いて
1.は じめ に
1833年に、J.H.ヴ ィヘル ン(JohannmnrichWichern,1808-1881)によ りハ ンブ
ルクに創設 され た不良児 の教育施設 「ラオエス ・ハ ウス」(RauhesHaus)は、 第 二次 大戦
期 を除いて今 日まで その活動 を続 けて きて いる。幾多 の時代 的変化 の中で その活動 を続 けて
これた この施設 の教育 の本質 とはいか なるもの なのか、興味深 い。
ラオ エス ・ハ ウスの教育実践 について は、かつ て、その創始期(ヴ ィヘル ンが この施 設を
設立 してか らその指導者 のまま亡 くなるまで の期間)に 関 して紹 介 を試 みた こ とが あ る。9
しか し、その際、 ラオエス ・ハ ウスの教育実践 の基底 にあ る教育 理念 、 もしくは、教育 観 に
っ いて はほとん ど語 られなか った。本稿で は、 そ うした教育理念 の特質 を解明 して みたい。
2.ヴ ィ ヘ ル ンの生 涯
ここで注 目す る、創始 期の ラオエス ・ハ ウスの教育理 念 とは ヴィヘル ンの教育理念 を指す
ので あるが、 その ヴィヘル ンとい う人物 は日本 では一般 に知 られていないので、 その生 涯 を
簡単 に紹介 して お きたい。
ヨハ ン ・ヒンリッヒ ・ヴィヘル ンは、1808年4月21日にハ ンブルクに生 まれ た。 両 親 は
敬度で愛情 の こまやかな人であ った。法務官 であ った父 は、 ヴ ィヘ ル ンが15歳 の 時 に亡 く
な り、長男 であ った ヴィヘル ンは家計 を支 え、母 を助 けなが ら勉学に励んだ。 ヴ ィヘル ンは
アカデ ミー ・ギムナ ジウムの神学 時代 の時すで に将来 レッケ伯(GrafvonderRecke1791-
1878)のように児童救護 施設 を設立 してみたいと考 えていた。1828年か ら1831年まで ヴ ィ
ヘル ンはゲ ッテ ィンゲ ンやベル リンで学 んだ。 と りわ け、ル ターを熱心に研究 し、また、シュ
ライエルマ ッハ ーやその弟子 リュッケ、信仰覚醒運 動の担い手 コッ トヴィ ッッ(Ernstvon
Kottwitz1757-1843)やネア ンダーか ら影響 を受 けた。 ヴ ィヘル ンは理性 の産 物 であ る
学問一般を尊重 していたが、そのキ リス ト教信仰 は揺 るがなか った。
1832年、ハ ンブル クに戻 り、神学試験 に合格す ると、 ハ ンブル クの信仰覚 醒運 動 の指導
者 ラオ テ ンベ ルク牧 師の招 きによ り、 日曜学校 や訪 問協 会(Besuchsvere三n)で働 く ことに
な る。貧 しき都市労働者 の子 ど もたちを教 え、 その家庭 を訪 問 した時、 ヴィヘル ンは大 都市
の子 どもた ちの荒廃 した姿 を目の当た りに し、彼 らに神 の救護 的愛の福音 を伝 えることが必
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要で あると考 えた。 ファル ク(JohannesFalk,1768-1826)、レッケ伯、 ツ ェラー(Chr三s
t孟anHeinrichZeller,1779-1860)らの同種の既存施設の活動 が大 きな刺 激 とな り、 ヴ ィ
ヘ ル ンはハ ンブルク近郊 のホル ンに児童救護施設 「ラオ エス ・ハ ウス」 を設立す る。市 参事
官K.ジ ー ヴェキ ングを始め とす る多 くの人々の支援 と寄 付に支え られて、事業 は発展 した。
この施設 には、子 ど もたちの教育 にお いて ヴィヘ ル ンに協力す る 「補 助者」(Gehi豊fe)が寄
宿 した。 ヴィヘ ル ンは彼 らを 「兄弟」(Bruder)と呼んだが、後 に 「奉 仕女」(Diakonisse)
に比 して 「奉仕者」(Diakon)とも呼んだ。
ヴィヘル ンの 「神 の国への奉仕」 という展望 は、やがて、 よ り広範囲 な国民的規模 で の 自
由な奉仕活動、即 ち、「国内伝道」(d量eInnereMission)の実現へ と向か う。1844年、 兄 弟
(奉仕者)の 養成施 設が ラオエス ・ハ ウスに併設 され る。 ヴィヘル ンは兄弟たちを ラオエス ・
ハ ウス以外の種 々の奉仕活動分野へ と派遣 した。 ヴ ィヘル ンは国内伝道 の必要性 を旅先 での
雄弁 によって、 また、1844年に創刊 した国内伝道の機関紙 「フ リーゲ ンデ ・ブレ ッター」
に よって訴えた。 これ によって、多 くの公衆、 そ して、国家 や教 会の多 くの指導的人 々 の関
心を集めた。 ヴィヘル ンはプロイセ ン政府の公職 にも携わるようになる。1848年9月の ヴィッ
テ ンベ ルクの ドイッ福音派教会会議 におけるヴィヘル ンの歴 史的声 明 ・演説 ・講演 は、 それ
まで教会関係者 の間か らの無理解 や不信 に遭遇 して いた国 内伝道 に、教会 当局 や聖職者 一般
か らの熱烈 な支持 を もた らした。翌年、「国内伝道中央委員会」が設置 され、 国 内伝道 は政
府 および福音派教会 の支援 の下 でその歩 みを開始 した。
1850年代 に入 ると、 ヴィヘル ンは、国家か らの要請 に基づ き、以 前 か ら願 って いた刑 務
所改革 に取 り組 む。1857年、 内務省委任顧問官 と して プ ロ イセ ンの刑務 所 制度 の監督 お よ
び改善 を委託 され、 同時 に、福音 派教会高等参事官 に任命 され る。国家機構 への教 会の介 入
とい う州議会 内か らの批判 によ り、改革 は中途 で終 わ ったが、刑務所 牧会(刑 務所 司牧)の
発展へ の大 きな布石 とな った。1858年には、第二 の ラオ エス ・ハ ウス と も言 うべ き 「ヨハ
ネス ・シュテ ィフ ト」(Johannesstift)をベル リンに創設。1864、1866、1870-1871年、ヴィ
ヘル ンは戦場 におけ る負傷者 や病 人への奉仕 に携 わ った。過 労や繰 り返 され る卒中 に悩 ま さ




どもの教育について次のように述べている。「青少年に関するキ リス ト教教育 は、狭義にお
ける教育 ということができる。そうした教育を行う家は、教育の家(Erziehungshaus)と呼
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一一子どもは、キリス ト教会の産物である孤児院に入れ られ、そこでキリス ト教教育
を受ける。
② 親が犯罪を犯 し、子どもと離れ離れになった場合。
一一キ リス ト教会が慈 しみ深 く子 どもの世話をする。
③ 親が子どもを教育で きない場合。
(a}親が貧困のために、子どもを教育できない場合。





さて、③ ㈲ に該当す る中で、法的処罰の対象にまでは至 らない子どもたちの場合はどう
なるのであろう。親は、一体誰に子どもたちの教育を任せるのか。 このように、 ヴィヘル ン
は問 うのである。?)
自分の子どもが不良、あるいは、躾の悪い状態にあるという意味での困窮を抱えた親の数
は実に多 く、それ も社会の下層階級のみならず、中流、上流階級にも見 られる。8)しか し、
ヴィヘルンに言わせるならば、そうした子どもたちの教育は、孤児院、貧困者教育施設では
無理である。9)
そこで必要とされるのが、 ラオエス ・ハウスのような 「救護施設」(Rettungsanstalt)と
いうことになる。m》
それでは、「救護施設」 とはいかなるものなのか。ヴィヘルンによれば、救護の家の名称'
は、家庭、牧師、学校、施設から見放された(し かし、法的処罰の対象 とはならない)不 良
で、誤 った道に入った子どもたちを、キ リス ト教的愛 と生活規則でもって、救護する施設に
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特有のものである。1')「救護施設」、「救護の家」という名称は、ボイゲンの ッェラーを始め
とする人たちによって一般化 した。すべての 「キリス ト教教育」は、子どもたちをキ リス ト
へと導 くところの 「救護」であり、その意味で、それぞれの 「教育の家」はすべて 「救護の













そこにいる貧困児や孤児たちが 「道徳的に危険な状態」 になる危険性が出て くるか らであ
る。15)
また、救護施設が刑務所や教護院と区別されるのは、その施設の性格の違いに由来する。














4.ラ オ エス ・ハ ウスの教 育理念
1)宗 教的性格
(a)創造の恵み
ラオエス ・ハウスの教育理念の性格を一言で表すならば、結局のところ、それはキ リス ト
教教育ということになる。その教育理念は、 ヴィヘルンにより記された論稿によりはっきり
みてとれる。キリス ト教教育である以上、そこにおいて宗教的ことがらが大 きなウェー トを
占めるのはいうまで もない。ヴィヘルンはキリス ト教教育の第一の原則として次のように述




まず、創造の恵みにっいてヴィヘルンは次のように述べている。「子ど もをキ リス トへ と
導こうとするキリス ト教教育は、創造の恵み(Schδpfungsgnade)に対 して罪を犯 してはな
らない。創造の恵みは、すべての創造された状態において、神により規定された状態におい
て....一人一人の子どもにおいて、即ち、その欲求、自然的資質、能力、状態といった全
























の能力の自己発達である。ペスタロッチーは、宗教、そして、キ リス ト教を高 く評価す るこ
とを心得ていたが、 しか し、彼はキリスト教をその完全な価値において認識 しなか った。人
間を合自然に陶冶するというそれ自体全 く正 しい原則は、 この高貴な男においても真実 とし
ては認められなかった。というの も、ペスタロッチーは、人間の罪にっいてのキ リス ト教の
教えと真理の深みを知 らなか ったか らである。....ペスタロッチーにおいて、博愛(Philan-
thropie)はその最高の発展を遂げた。キ リス ト教教育は、人間愛の必要 と真理を否定 しな
いが、 しか し、キリス ト教的愛は、キリス トにより再生 させ られた人間における真の愛のみ
を知 り、我々をキ リス トにおいてあがなった神の愛において燃え上がる愛以外の人間におけ
る愛を他に知 らない。再生 と聖化のこうした前提の下で、人間の自然的本性は自己活動的に
自分の力で働 き、発達すべきというのが真実なのである。」'9)キリス トの死 と復活 は、 神の
人間に対す る限りない愛による、罪からの人間の救済という象徴的出来事であ り、それ は救
済の恵みである。この恵みの受容を前提 とするか否か、換言すれば、キリス トの死と復活と
いう教義(超 越的真理)を受容するか否かということは、ヴィヘルンにとって教育の中心問
題なのであった。彼にあっては、当然、合 自然の発達も人間愛 も上述の前提に立脚 しなけれ
ばならない。
神なき自立(自 律)の むな しさ、あるいは、神(人 格神)と の信頼関係を喪失 した人間の
惨めさを説 くのが、正統的キ リスト教であるが、ヴィヘルンの教育観 もそれに強 く根ざ して
いた。そこでは、原罪観が人間理解を強く規定 している。人間が再生するには、キリス トに
っき従って歩むより他に道はない。キ リス ト教教育の第一の使命は、人間をして、 この道を
歩ませることとなる。「神の恵みを十分に認あたキ リス ト教教育は、いっ も、神の業は最 も
深い根本において、罪により、つまり、個々の人間および全人類の人格的負債により傷っけ
られているということか ら出発する。それ故、キリス ト教教育は、子どもを神の恵みへ と導
き、それでもってその恵みの中で、罪、堕落 した人間の心、そして、利己心が押 し殺され、
自然である人間は、キリス トの十字架において罪のゆるしを得て、そして、全 く新 しい天国
の清め られた、利己心を脱ぎ捨てた生を実感するのである。キ リス ト教教育の使命は、人間
を救い主であるキリス トに結びっけ、人間の自然的本性をキ リス トに服従させ、それぞれの




的性格である。「しか し、キリス ト教教育は、人間を神よりっ くられた世界か ら取 り去 るの
ではないのと同様に、人間をこの世、この短い時間のためだけに教育 しようとするのではな





ヴィヘルンは、キ リス ト教教育の第二の原理として次のように述べ る。「キ リス ト教教育






めるのは、やはり、キ リス ト教教義である。っまり、神に等 しく愛 されたすべての人間、そ
して、神 との関係をどう生 きるかという行為の動因としての意志、これらは、キ リスト教教
義から容易に抽出できる人間理解である。
創造と救済の恵みに与かる人間(勿 論、子どもも含まれる)、そして、神の人格的力(意
志)で ある聖霊が宿 る人間、こうした観念は、絶対的善(価 値)へ の人間の関わりを示 して
いる。それ故、キリス ト教教育では、人格の尊重が説かれる。人間の価値の証示は、神の意
志に人問の意志がどう応えるかにかかっている。神は、人間が神の意志に従って生きる(神











り、死に、そして、復活 したほどに、人間の価値は大きいのだということを我々に示 して く
れている。....子ども、即ち、キリス ト者の子ども、神の言葉で祝福された子 どもは、神






































質が性格である。」 この引用をみて気づくことは、先の気質や素質 と違 って、 ヴィヘルンが
言 う性格 とは、単なる自然的生の地平においてではなく、超自然的人格との関わりの地平、
即ち、キリス ト教的生の地平において、語 られている。「人間一人一人が性格を有 している。
っまり、人間一人一人の意志の、神の意志に対す る根本的関係は、そのっど、自分の生のそ
れぞれの契機において、何 らかの形ではっきりと現れている。._い ろいろな個性 に店 じ
てキリス ト者の性格 も、また、世界の諸関係によって多様 に形成される。」3')
性格の多様性を説 きっっも、 ヴィヘルンのキリス ト教的視野には、大別して、二っの性格 ・
がある。「キリス ト教的性格」と 「非キ リス ト教的性格」(自然的性格)で ある。 ヴィヘルン
はキリス ト教的性格を次のように説明する。「キ リス ト教的性格とは、キ リス トを自らの内
に入れた人格、即ち、神の愛によって変えられ、新たにされる人格を言い表す。諸々のキ リ
ス ト教的性格は、従って、根本において、すべて同じである。諸々のキ リス ト教的性格すべ
てにおいて同じものとはキ リス トであり、救済者によって神の似姿を回復 された存在であ
る。」鋤 世界の諸関係の中でキリス ト者の性格は多様 となる。しかし、その根本 ・本質 はキ
リス ト教的性格でなくてはならない。多様性 ・特殊性を貫徹する普遍性 はキ リス トである。
非キリス ト教的性格 というのは、何 も、非キリス ト者の性格を専ら指しているのではない。
否、それよりも、 ここでは、キリス ト者の内にある非キ リス ト教的性格を問題 としている。
というの も、キ リス ト教的人格(キ リス ト教信仰を有す る人格)は 、 自らの完成を 目指 し
(その完成像はキ リス トの人格)、自分の個性をキリス トの人格に従属させるよう努力 し続け
るが、それは、 この世においては、人格の内におけるキ リス ト教的性格の自然的性格 との闘
いのプロセスであるからである。「内面におけるキ リス ト者の性格の使命は、個性を克服 し、
個性を救済された人格に従属させ、それで もって、救済者の生命を自分の入格の中に流れ込
ませることである。この世の生において、人格に敵対するものがあり続け、人格 はまだ完成
されていないから、キ リス ト教的性格はあるのであり、キ リス トが人間の中に生 きているか
らこそ、キリス ト教的性格 はすでに現実の性格なのであり、人格はまだ完成 ささていないか
ら、キリス ト教的性格 は現実的な性格としてある。....一人一人の人間に完全に相応する
形式は次の通 りである。キ リス ト教的人格は、その性格をキ リス トの人格の内に完成 し、そ
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して、みるという希望が成就されるまで、人格の内には、まだ、自然本性が同伴者として、
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